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預言 者 ムハンマド の 貸 者 や 促 困 に 対す る 態度 





親愛 な る ムスリム の 皆様 。 社 会 の 中 で 保護 さ 
れ 、 見 守ら れる べき 層 の 一 つ は 、 疑 いも な く 、 
様々 な 理由 で 困 銅 し て いる 人 々 で す 。 ク ルアー ン 
で は 貧者 に 援助 する こと 、 彼 ら に 食べ 物 を 与え 、 
保護 する こと に 関し て 多 
く の 章 旬 が 存在 し ます 。 

預言 者 ムハンマド は イ 
スラ ー ム の 最初 期 以来 、 
社会 に お いて 貧困 層 が 保 
護 さ れ 、 見 守ら れる こと 


ゃ 
し 


し 、 困 負 者 た ち に 国家 に よっ て 集め られ た 戦利 品 
や ザ カ ー ト か ら 分 配 を 行なっ た り 、 他 の 援助 を 奨 
励 し た り し まし た 。 ま た イス ラー ム 教 徒 で は な い 
貧者 を も 保護 し 、 見 守り 、 経 済 的 に 力 が な い 人 、 
働く こと が で き な い 人 、 貧 し い 人 に は 人 頭 税 を 免 
除 し て いま し た 。 

親愛 な る 兄弟 姉妹 の 皆様 。 預 言 者 ムハンマド 
の 、 こ の 項目 に 関す る 次 の 伝承 は いか に 注意 を 引 
くも の で し ょ うか 。 あ る 日 預言 者 ムハンマド の も 
と に 、 ム ダル 族 の 人 々 が 数 人 や っ て きま し た 。 役 
ら の 偽 し い 状態 を 見 て 、 預 言 者 ムハンマド の 顔色 
が 変わ り ま し た 。 そ の 時 間 の 礼拝 を 先導 し た 後 、 
貧者 へ の 援助 を 奨励 する いく つか の クル アー ン の 
章 句 を 読ま れ 、 人 々 に 次 の よう に 呼び か け ま し た 。 
「 人 は 自ら の ディ ナー ル や ディ ル ハ ム 、 服 、 麦 、 
ナツ メ ヤ シ か ら 、 半 分 の ナツ メ ヤ シ で あっ て も 、 
サダ カ と する べき で ある 。」 人 々 は 一 気 に 行動 し 、 
お 金 、 食 べ 物 、 飲 み 物 な ど 必 要 物 資 を 持っ て きま 
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者 を 残さ ない た め に 多く 
の こと を 実践 し て きま し 
た 。 例 えば 、 ヒ ジュ ラ を 
行なっ た 人 々 と 、 マ ディ ー ナ で 彼ら を 助け た アン 
サー ル と の 間 に 上 兄弟 の 在り を 結ば せ 、 奴 隷 を 解放 





し た 。 着る 物 と 食べ 物 で 二 つ の 山 が で きた ほど で 
し た 。 預言 者 ムハンマド は この 光 基 に この 上 な く 
満足 され まし た 。 

預言 者 ムハンマド は 貧者 の 状況 を 改善 され る 
為 に 活動 され る 際 、 決 し 
て 彼ら を 選 鹿 に し た り 
本 本 に 休 本 あ 
り ま せん で し た 。 

親愛 な る ムスリム の 皆 
様 。 預言 者 ムハンマド に 
は 、 食 困 や 貧者 に 関す る 
多く の 言葉 が あり ます 。 
この 項目 に 関す る 言葉 は 

< 分 類する こと が で 
きま す 。 一 つめ の グル ー プ の 伝承 で は 、 忍 耐 する 
負 者 が 天国 に 最初 に 入る 一 段 と な る こと 、 天 国 の 
民 の 多く が 貧者 で ある こと 、 貧 者 は 金持ち より も 
先 に 天国 に 入る こと 、 貧 困 が 恥ず か し いこ と で は 
な いこ と 、 ア デッラ ー は 信仰 し 、 高 深 で 、 貧 し いし 
も べ を 愛さ れる こと が 述べ られ て いま す 。 

二 つ め の グル ー プ の 伝承 で は 、 忍 耐 し 成熟 し 
た 振舞 い を 行なわ な い 、 貧 困 を 言い 訳 に し て 目 制 
心 を 失い 、 吉 事 を 行い 、 反 抗 する 貧者 達 を 強く 非 
難し て いま す 。 貧困 か ら は アッ ラー に 底 護 を 求め 
る べき で あり 、 貸 困 が 人 を 一 部 の 悪事 へ 、 さ ら に 
は 教え へ の 憎悪 へ 引き ずり こむ こと を 述べ て いま 
す 。 

豊か で ある こと も 、 貧困 も 、 試 練 の 要因 と な 
る こと を 訪れ な いよ うに し まし ょ う 。 私 達 が 生き 
て いる 社会 に 暮らし 、 私 達 が 知っ て いる 、 あ る い 
は 知ら な い 貧者 達 に 対し 、 援 助 を 行なう こと を 左 
わな い よう に し まし ょ う 。 
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